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2P〜3P
進めよう！6次産業化

4P〜5P
ホットニュース

6P〜7P
国民年金・国民健康保険・後
期高齢者医療保険について、
消費税率引き上げのお知らせ

8P〜9P
基盤整備事業状況について、
下水道加入のお知らせ、写真
と史料で振り返る我が大蔵村
第109回、読んであげたい今
月の一冊に

10P〜11P
放射線の測定・検査結果、戸
籍の窓、各種お知らせ 

12P
おおくらっ子写真館、おおく
ら雪ものがたり

地面が出るまで
掘り進め！

― 地面出し競争
Ｗorld cup in 肘折 ―
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連携・
　融合

連携

地域に根ざした取り組みを展開することで
地域ブランド化し、更なる付加価値を創出 地域全体としての収益力の向上

6次産業化経営体（産地） •外部専門家
による指
導、助言
•機械、施設
の整備支援

①個別経営体の６次産業化

6次産業化
経営体（産地）

②地域農業者との連携

　地域（農村、集落）

経営体の6次産業化 地域の6次産業化
6次産業化の推進イメージ

加 工生 産 流 通

⎭⎬⎫
生産の質的向上や差別化、
加工・販売の一体的な取り組み

周辺の農業者を巻き込むこと
で、取り組み規模を拡大

付加
価値

付加
価値

農業者

農業者

農業者 産地

•従来の取り組み
　を強化、拡充
•農業と２次、３
　次産業との融合

農業者
加工業者

販売業者

観光業者

地域（農村、集落）

コーディネーター
による専門的・総
合的なサポート

付加
価値

産地

〇地域ビジネスの展開
〇新たな業態の創出

地域の
活性化

地域に
雇用の場

PR手段のひとつ！
　　　　　　丸うちわ

包
み
紙
の
裏
に
も
！ ふたの裏に商品のメッセージ！

そば彦＆とまと姫 雪ん子そばの実あいす＆とまとあいす
雪とまと

まだまだいっぱい 豊富な村の特産資源

無農薬無肥料で
栽培した香りのよい
「大蔵わさび」

生活習慣病防止に
効果があるルチンが豊富
「ダッタンそば」

都市部から高い評価　
大蔵村といえば「トマト」

甘味が強く　　　
適度な歯ごたえ

　　「やまがた地鶏」
高級魚
「ホンモロコ」

 

新
た
な
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出つ

け
た
商
品
や
、
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
新
し
い
産
業
で
す
。

　

６
次
産
業
化
に
は
主
に
下
記
の
よ
う
な

形
態
が
あ
り
、
地
域
性
に
あ
っ
た
ス
タ
イ

ル
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
加
工
・
販
売
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

や
施
設
等
整
備
に
つ
い
て
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
、
県
や
村
に
お
い
て
総
合
的
に
と
ら

れ
て
お
り
、
今
後
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

雇
用
の
増
大
も
目
指
し
ま
す
。

　

村
の
各
種
産
業
分
野
か
ら
の
14
団
体
と

最
上
総
合
支
庁

農
業
技
術
普
及

課
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
加

わ
り
、
今
後
の

６
次
産
業
化
へ

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
活
発

な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

て
価
値
の
あ
る
「
ブ
ラ
ン
ド
」
力
を
高
め

る
た
め
の
戦
略
・
活
動
の
こ
と
で
す
。

　

す
で
に
地
元
産
の
ト
マ
ト
と
そ
ば
を
使

っ
た
お
い
し
い
ア
イ
ス
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
４
名
の
学
生
の
皆
さ
ん
か

ら
、
商
品
の
味
や
色
と
い
っ
た
特
徴
の
み

な
ら
ず
村
の
Ｐ
Ｒ
を
も
込
め
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
設
置

　

村
で
は
、
１
月
28
日
（
火
）、
地
域
に

お
け
る
創
意
工
夫
を
活
か
し
つ
つ
、
農
産

物
等
の
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
６

次
産
業
化
を
推
進
し
、
村
の
農
業
の
持
続

的
な
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
多
様
な

事
業
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、

農
商
工
観
光
の
連
携
や
地
産
地
消
の
取
り

組
み
を
面
的
に
拡
大
し
て
い
き
、
所
得
や

東
北
芸
術
工
科
大
学
と
の
協
力

　

た
と
え
６
次
産
業
化
が
進
め
ら
れ
、
お

い
し
い
自
慢
の
商
品
を
作
っ
て
も
、
お
客

さ
ん
の
目
に
留
ま
ら
ず
手
に
も
取
っ
て
も

ら
え
な
け
れ
ば
、
売
り
上
げ
は
伸
び
ず
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

販
売
に
お
い
て
は
、
お
客
さ
ん
の
商
品

へ
の
関
心
を
引
く
た
め
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、
尚
且
つ
商
品
に
関
わ
る
情
報
を
伝
え

る
「
顔
づ
く
り
」
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
は
、
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
売
り

上
げ
を
左
右
す
る
大
き
な
役
割
を
持
ち
ま

す
。

　

２
月
18
日
（
火
）、
地
元
産
の
農
産
物

を
使
っ
た
「
ト
マ
ト
ア
イ
ス
」
と
「
そ
ば

ア
イ
ス
」
を
題
材
に
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
イ
デ
ア
提
案

発
表
会
が
中
央

公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。「
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
は
、
お

客
さ
ん
に
と
っ

　

１
次
・
２
次
・
３
次
産
業
の
人
々
が
連
携
し
、
地
域
に
新
し
い
動
き
を

生
み
出
す
「
力
」
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
「
６
次
産
業
化
」
の
取
り
組

み
が
、
今
、
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
村
の
６
次
産
業
化
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

むらの豊富な地域資源を活かした
6次産業化をすすめてみませんか？

価
値
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
…

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
可
能
性

▽
６
次
産
業
と
は

　

１
次
産
業
で
あ
る
農
家
が
主
体
的
に
取

り
組
み
、
２
次
産
業
（
加
工
）、
３
次
産

業
（
販
売
、
交
流
・
観
光
）
に
も
総
合
的

に
踏
み
込
む
こ
と
で
、
今
ま
で
２
次
・
３

次
産
業
が
得
て
い
た
加
工
賃
や
流
通
費
等

の
利
益
を
農
家
自
身
が
得
る
こ
と
に
な
り
、

農
業
の
高
所
得
化
・
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
他
産
地
に
は
な
い
付
加
価
値
を

進
め
よ
う
！
６
次
産
業
化
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休みの日もがんばりました
村の学習教室「未来塾」閉塾

　２月22日（土）、中央公民館で村の学習教室「未来
塾」の閉塾式が行われました。村内の中学生を対象
とした未来塾は、学校の授業以外での学習支援につ
いて、都市部と格差なく学ぶ機会を提供しようと県
内初の試みで村が開設したもので、57名の中学生が、
英語と数学の２科目を計23回の授業で意欲的に学び
ました。閉塾式には中学３年生28名が参加し、修了
証書が授与されました。代表して八鍬杏子さん（赤
松）は「未来塾で学んだことを忘れず、受験では成果
が発揮できるようがんばります。」と高校入学試験に
向けた決意を語ってくれました。

　２月25日（火）、ヤマト運輸株式会社山形主管支店
（暈浩二主管支店長）と最上８市町村が、「災害時等に
おける緊急物資輸送及び緊急物資拠点の運営等に関
する協定」を結びました。これにより、災害が発生
した時または発生するおそれがある場合、同社より、
貨物自動車や運転手の提供のほか、救援物資輸送の
協力や物資拠点施設の運営についての協力が得られ
ることになります。

緊急輸送に協力
ヤマト運輸㈱と災害協定

歓声と熱気に包まれました
「インディアカ大会」

雪像「おおくら君」が
新庄雪まつりに登場！

地域で活躍！
中学生が除雪ボランティアを展開

　２月３日（月）、大蔵中学校の生徒が地域に貢献し
ようと、村社会福祉協議会・民生児童委員との連携
のもと、村内の公共施設や一人暮らしの老人宅など
の除雪ボランティアを行いました。全生徒が５～８
名の13グループに分かれて作業を行い、佐藤洋子さ
ん（合海）のお宅では、７名の生徒が家の周りの除雪
作業にあたりました。佐藤さんは「一人でどう除雪
をしようかと悩んでいたので、とてもありがたかっ
た。」と喜んでいました。大変お疲れ様でした。

　２月８日（土）～９日（日）の２日間、新庄市で開催
された新庄雪まつり会場に、約３ｍの「おおくら君」
が登場しました。これは、雪まつりで企画された最
上８市町村のキャラクターが集合する新庄もがみご
当地キャラサミットに、村をＰＲしようと参加した
ものです。雪像のおおくら君は子どもたちに大人気
で、すべり台にして遊んだり、記念撮影を行う人が
たくさんいました。

　 2 月16日（日）、「第29回あっとほーむインディア
カ大会」が中央公民館で開催されました。インディ
アカは七面鳥の羽根が付いたシャトルを手で打ち合
い、４人１チームで行うバレーボールタイプのスポ
ーツです。男女混合にも無理がないことから、家族
や仲間同士で参加した８チーム39名の皆さんは和気
あいあいと爽やかな汗を流していました。大会では、

「となり組」チーム（白須賀）が優勝しました。

雪の中の熱い闘い
「第5回地面出し競争World cup in 肘折」

　２月23日（日）、肘折生涯学習センターで「地面出
し競争World cup in 肘折」が開催されました。これ
は、いかに早く雪を掘って地面を出すかを競うもの
で、閉校した肘折小中学校雪上運動会の名物競技を

「Oh！蔵SPORT」が受け継ぎ、今年で５回目になり
ます。県内外から参加した33チーム173名が、345cm
の積雪に苦戦しながらも、地面を目指して熱い闘い
を繰り広げました。結果は、地元肘折の「LOVE　
SNOW」チームが７分49秒の好タイムで見事初優
勝。その後も次々に土を掘り出したチームの歓声で、
会場が沸き上がっていました。

　２月23日（日）、肘折いでゆ館で「上竹野地区創立
100周年記念祝賀会」が開催されました。
　上竹野地区は、明治時代に雑木木立の原野の開墾
から始まりました。特に、飲料水をはじめとした水
利には非常に苦労しながらも、豊かな農地を夢見て
多くの先人が開墾に汗を流し、今日の集落の礎を築
き上げました。創立100年周年の節目に、その先人達
の苦労に感謝するとともに、開墾当時の様子を次世
代に引き継ぎ、今後も集落民が一致協力して集落の
維持に努めていこうと、地区が実行委員会を立ち上
げ、祝賀会を主催したものです。祝賀会には67名の
地区民や関係者が参加し、100周年を祝いました。
　また、実行委員会では集落発足から現在まで100年
の歩みをまとめた記念誌を発行しました。実行委員
の国分明さんは「先人の苦労や地区の成り立ちを形
のあるものに残したかった。次世代に引き継ぐこと
ができると思うと感無量です。」と記念誌への思いを
語っていました。

▲人気投票では「強そうで賞」に選ばれました

先人の苦労に感謝し、次代へつなぐ

上竹野地区創立100周年記念祝賀会

『
第
５
回
地
面
出
し
競
争
』が
放
送
さ
れ
ま
す
。	

３
月
13
日（
木
）18
時
55
分
～　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
Ｅ
テ
レ(

２
チ
ャ
ン
ネ
ル)

「
Ｒ
の
法
則
」

　
　
　
　
　
　
　
　

	

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！	

３
月
15
日（
土
）７
時
30
分
～　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
総
合「
お
は
よ
う
日
本
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
東
北
」
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あ
た
り
１
万
５
，
２
５
０
円
で
す
。
ま

と
め
て
前
払
い
す
る
と
保
険
料
が
割
引

さ
れ
る
、
前
納
割
引
制
度
も
ご
ざ
い
ま

す
。

▽
第
２
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

（
対
象
者
）

　
　

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
人
。

（
保
険
料
の
納
付
方
法
）

　

厚
生
年
金
を
か
け
て
い
る
人
は
自
動

的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
お
り
、

厚
生
年
金
保
険
料
の
中
に
は
、
国
民
年

金
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

▽
第
３
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

（
対
象
者
）

　

第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
。

　

た
だ
し
、
年
間
収
入
が
１
３
０
万
円

以
上
で
健
康
保
険
の
扶
養
と
な
れ
な
い

人
は
、
第
３
号
被
保
険
者
と
は
な
ら
ず
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
に
つ
い
て
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
配
偶
者
が
加
入

す
る
年
金
制
度
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

ご
自
分
で
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
均
等
割
額
の
軽
減
対
象
の
拡
充

を
図
る
た
め
、２
割
軽
減
対
象
の
拡
大（
所

得
基
準
額
の
引
上
げ
）
及
び
５
割
軽
減
対

象
の
拡
大
（
単
身
世
帯
の
追
加
及
び
所
得

基
準
額
の
引
上
げ
）
を
行
い
ま
す
。

　

均
等
割
額
は
、
加
入
者
及
び
世
帯
主
の

前
年
中
の
合
計
所
得
額
に
応
じ
て
軽
減
さ

れ
ま
す
。
未
申
告
者
な
ど
所
得
が
わ
か
ら

な
い
人
が
い
る
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
は
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
率
の
詳
細
は
、
７
月
に
保
険
料

額
決
定
通
知
書
と
と
も
に
送
付
さ
れ
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は

窓
口
負
担
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
あ
ら
た
に
70
歳

に
な
る
方
で
、
所
得
区
分
が
現
役
並
み
所

得
者
以
外
の
方
の
お
医
者
さ
ん
で
の
窓
口

負
担
が
２
割
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
70
歳
に
な
っ
て
い
る
方

の
窓
口
負
担
は
、
引
き
続
き
１
割
に
据
え

置
か
れ
ま
す
。

方
消
費
税
2.2
％
）
へ
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
経
済
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

2
引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収
（
国
・

地
方
）
は
、
す
べ
て
社
会
保
障
財

源
化
さ
れ
ま
す
。

◎
社
会
保
障
の
充
実
に

・
待
機
児
童
の
解
消

・
医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど

◎
社
会
保
障
の
安
定
化
に

・
年
金
国
庫
負
担
２
分
の
１

・
後
代
へ
の
負
担
の
付
け
回
し
の
軽
減

・
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
社
会
保

障
支
出
の
増

3
円
滑
か
つ
適
正
な
転
嫁
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
の
引
き
上
げ

に
当
た
っ
て
、
事
業
者
の
方
々
が
円
滑
か

つ
適
正
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
、
転
嫁
、
広

告
・
宣
伝
、
価
格
表
示
、
便
乗
値
上
げ
等

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
相
談
が
あ
る
方
は
、
相
談
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ
先   

山
形
県
中
小
企
業
振
興
課

　
　

☎
０
２
３
-６
３
０
-２
３
５
９

　　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
の
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加

入
す
る
も
の
で
、
老
齢
・
障
害
・
死
亡
に

よ
り
「
基
礎
年
金
」
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
に
は
次
の
３
種
類
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

▽
第
１
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

（
対
象
者
）

　

第
２
号
被
保
険
者
、
第
３
号
被
保
険

者
以
外
の
人
。
例
え
ば
、
農
業
等
に
従

事
す
る
人
、
学
生
、
無
職
の
人
な
ど
。

（
保
険
料
の
納
付
方
法
） 

　

納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
に
よ
っ
て
、

自
分
で
納
め
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
第
１
号
被
保
険
者
の

国
民
年
金
保
険
料
の
金
額
は
、
１
か
月

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

保
険
料
率
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

①
所
得
割
額
（（
前
年
中
の
所
得

−

33
万

円
）
×
所
得
割
率
）
と
②
均
等
割
額
の
合

計
で
個
人
ご
と
に
計
算
さ
れ
て
お
り
、
医

療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
２
年
ご
と
に
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
平

成
24
・
25
年
度
と
比
べ
る
と
医
療
費
等
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
と

お
り
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

家
族
と
別
居
す
る
学
生
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
は
本
来
、
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
で
加
入
し
ま
す
が
、
就
学
の
た

め
住
民
票
を
大
蔵
村
以
外
に
移
し
、
家
族

と
別
居
す
る
学
生
も
引
き
続
き
大
蔵
村
の

国
民
健
康
保
険
を
利
用
で
き
る
特
例
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
特
例
を
利
用
す
る
学
生
に

対
し
て
は
、
学
生
用
の
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
特
例
を
利
用
す
る
場
合
は
、
次
の

手
続
き
と
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
転
出
の
届
出
を
役
場
の
窓
口
で
行
う
。

（
住
所
を
新
住
所
地
に
移
し
ま
す
。）

◦
必
要
な
も
の
…
①
印
鑑
②
新
し
い
住
所

地
が
わ
か
る
も
の

②
学
生
用
被
保
険
者
証
の
申
請
を
す
る
。

◦
必
要
な
も
の
…
①
印
鑑
②
新
し
い
住
所

地
が
わ
か
る
も
の
③
学
校
の
名
称
と
所

在
地
が
わ
か
る
も
の
④
平
成
26
年
４
月

１
日
以
降
発
行
の
在
学
証
明
書

【
注
意
事
項
】

　

有
効
期
限
は
一
般
の
被
保
険
者
証
と
同

じ
、
８
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

在
学
中
は
、
毎
年
４
月
に
在
学
証
明
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

年
度
の
途
中
で
退
学
等
の
事
由
に
よ
り

学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
資
格
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
し
出
て
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

1
消
費
税
率
（
国
・
地
方
）
引
き
上

げ
の
趣
旨

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
は
、
幅
広
く
国
民

各
層
に
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
の

た
め
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
と
財
政
健
全
化

の
同
時
達
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

※　

地
方
消
費
税
と
は
、
国
税
で
あ
る
消

費
税
と
同
様
に
、
事
業
と
し
て
行
っ
た

商
品
の
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
の

国
内
取
引
や
外
国
貨
物
の
引
き
取
り
に

対
し
て
課
税
さ
れ
る
都
道
府
県
税
で
す
。

※　

消
費
税
率
10
％
（
消
費
税
7.8
％
・
地

国
民
年
金
保
険
料
につ

い
て

 

問
合
せ 

役
場
住
民
税
務
課

国
保
年
金
係

☎
75
-２
１
０
３

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険につ

い
て

所　得　区　分 対象となる方 窓口負担
一　般 下記以外の方

昭和19.4.1まで
に生まれた人

（既に70歳になって
いる方）

１割低所得
Ⅱ

同じ世帯の世帯主と国保被
保険者が住民税非課税世帯
の方で、低所得Ⅰ以外の方

低所得
Ⅰ

同じ世帯の世帯主と国保被
保険者が住民税非課税世帯
の方で、その世帯の所得が
一定基準以下の方

昭和19.4.2以降
に生まれた人

（あらたに70歳にな
られる方）

２割

現役並み所得者 住民税課税所得が145万円以上の方が
同じ世帯にいる方 ３割

【均等割額の軽減】
軽減割合と

軽減後の金額 加入者及び世帯主の前年中の合計所得額

9割軽減
3,950円 33万円

以下

加入者全員が年金収入80万円以下
（他の所得がない場合。赤字所得や繰越損失額
の種類によってはそれらを含んだ後の金額）

8.5割軽減
5,925円

上記以外

5割軽減
19,750円

33万円＋（加入者数×24万5千円）以下

2割軽減
31,600円

33万円＋（加入者数×45万円）以下

区　分 改正前
24.25年度

改正後
26.27年度

所得割率
（所得割額を算定する際の率）

7.52% 7.84%

均等割額
（加入者が公平に負担する分）

39,500円 変更なし

賦課限度額
（年間保険料の最高額）

55万円 57万円

（26.27年度）

後期高齢者医療制度の保険料
所得割額＋均等割額＝年間保険料

100円未満は切り捨てます。

消
費
税
率

（
国
・
地
方
）の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

⇨

消費税4％ ５
％

地方消費税1％

➡
消費税6.3％ 8

％
地方消費税1.7％

Ｈ26年4月1日～
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お
じ
い
さ
ん
は
鳥
が
大
好
き
で
、い

つ
も
春
に
な
る
と
６
個
の
巣
箱
を
家

の
周
り
の
木
に
取
り
付
け
ま
す
。そ

こ
に
ヤ
マ
ガ
ラ
が
や
っ
て
来
て
、た
ま

ご
を
産
み
、ヒ
ナ
が
か
え
り
、お
や
ど

り
は
毎
日
何
回
も
何
回
も
虫
を
運
び
、

や
が
て
元
気
に
巣
立
っ
て
い
く
、そ
ん

な
姿
を
見
る
の
を
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、大
き
な
地

震
が
起
こ
り
、山
の
向
こ
う
の
原
子

力
発
電
所
が
津
波
で
壊
れ
、そ
れ
か

ら
鳥
た
ち
の
様
子
も
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。今
年
は
ヤ
マ
ガ
ラ
が
や
っ

て
来
る
だ
ろ
う
か
と
と
て
も
心
配
で

す
。鳥
の
巣
の
研
究
者
で
も
あ
る
作

者
が
、３・11
以
降
、福
島
の
森
で
鳥
が

少
な
く
な
っ
た
と
言
う
事
実
を
も
と

に
し
た
、小
さ
な
子
ど
も
に
も
伝
え

や
す
い
作
品
で
す
。

作
・
絵

　鈴
木
ま
も
る

「
お
じ
い
さ
ん
と
ヤ
マ
ガ
ラ

　
　
　
３
月
11
日
の
あ
と
で
」

　
　
　
　

枝
郷
宮
後
村（
旧
沼
の
台
学
校
付
近
）

一　

髙
拾
四
石
四
升
壱
合　
　
　
　
　
　

本
田

一　

同
弐
斗
三
升
三
合　
　
　
　

畑
開　

本
田

一　

同
六
石
三
斗
八
升
壱
合　
　
　
　
　

新
田

一　

同
五
斗
八
升
六
合　
　
　

本
畑　

居
屋
敷

一　

同
弐
斗
八
升
四
合　
　
　
　
　
　
　

本
田

一　

同
弐
斗
二
升　
　
　
　
　

新
畑　

居
屋
敷

一　

同
弐
石
弐
斗
九
升
三
合　
　
　
　
　

新
畑

　
　
　

家
数
八
軒　

〆
弐
拾
四
石
三
升
八
合

　
　
　

枝
郷
荒
屋
敷
村
（
現
豊
牧
）

一　

髙
四
拾
五
石
弐
斗
七
升
六
合　
　
　

本
田

一　

同
五
斗
壱
升
四
合　
　
　
　

畑
開　

本
田

一　

同
弐
斗
三
升
六
合　
　
　
　

起
返　

本
田

一　

同
弐
拾
五
石
八
斗
三
升
七
合　
　
　

新
田

一　

同
三
石
壱
斗
壱
升
三
合　

本
畑　

居
屋
敷

一　

同
壱
石
九
斗
八
升
六
合　
　
　
　
　

本
畑

一　

同
弐
石
九
斗
四
升
弐
合　

新
畑　

居
屋
敷

一　

同
七
石
九
斗
八
升
八
合　
　
　
　
　

新
畑

　
　
　

家
数
三
拾
弐
軒

〆
八
拾
七
石
八
斗
九
升
弐
合

　
　
　
　
　
　

枝
郷
滝
野
沢
村

一　

髙
拾
六
石
四
斗
弐
升
三
合　
　
　
　

本
田

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

南
山
村
の

「
枝
郷
石
髙
相
改
指
上
帳
」に
つ
い
て
②

文
・
文
化
財
保
護
委
員

　熊
谷 

勝
保

第
109
回

こ
く
だ
か
あ
い
あ
ら
た
め
さ
し
あ
げ
ち
ょ
う

て
い
ま
す
。

◆
烏
川
赤
松
地
区
基
盤
整
備
事
業

　

平
成
26
年
度
春
に
「
新
規
採
択
地
区
」

と
な
り
、
事
業
が
始
ま
る
予
定
で
す
。
初

年
度
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
工
事
に
向

け
た
実
施
設
計
を
主
に
事
業
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
圃
場
整
備
は
、
赤
松
地
区
や
烏
川

地
区
の
住
宅
地
と
隣
接
す
る
箇
所
が
多
く
、

こ
の
よ
う
な
環
境
で
の
圃
場
整
備
は
大
蔵

村
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
両
地
区
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
実
施
設
計
や
工
事
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆
烏
川
向
地
区
基
盤
整
備
事
業

　

平
成
26
年
度
に
調
査
対
象
地
区
と
な
り
、

基
盤
整
備
に
向
け
た
準
備
（
概
略
設
計
や

地
区
内
の
調
査
な
ど
）
を
行
い
、
平
成
28

年
度
の
採
択
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
は
、
隣
接
す
る
舟
形
町
と
の
調
整

や
水
利
権
の
確
定
に
つ
い
て
、
多
く
の
委

員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

の
ご
家
庭
で
は
、
下
水
道
へ
の
早
期
の
接

続
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
の
使
用
に
あ
た
っ
て

１
．
受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て

　

汚
水
桝
一
基
あ
た
り
８
万
５
，０
０
０

円
を
加
入
時
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

２
．
水
洗
化
工
事
の
申
し
込
み
か
ら
完
成

ま
で

①
下
水
道
接
続
工
事
を
指
定
下
水
道
工
事

店
に
依
頼
し
ま
す

　

工
事
費
は
、
家
屋
の
状
態
、
間
取
り

や
ど
ん
な
便
器
に
す
る
か
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
契
約
の
前
に
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
村
へ
の
申
請
か
ら
完
了
ま
で
の
事
務
は

指
定
下
水
道
工
事
店
が
代
行
し
ま
す

　

書
類
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
記

名
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
完
了
後

に
村
が
行
う
検
査
に
合
格
す
る
と
、
下

水
道
の
使
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

下
水
道
区
域
以
外
の
方
は

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
！
下
水
道
と
ほ
ぼ
同
等
の
水
処
理

が
可
能
で
す
。

�

問
合
せ
先�　
役
場
地
域
整
備
課
上
下
水

　
　
　
　
　

道
係	

☎
75
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◆
赤
松
通
り
地
区
基
盤
整
備
事
業

　

平
成
25
年
度
夏
よ
り
着
工
し
た
工
事
は
、

地
区
面
積
の
約
半
分
を
終
え
ま
し
た
。
平

成
26
年
度
春
か
ら
は
そ
の
残
り
半
分
を
施

工
し
、
全
体
面
積
の
約
９
割
を
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　

同
時
に
地
下
灌か

ん
が
い漑

方
式
に
よ
る
暗あ

ん
き
ょ渠

排

水
の
敷
設
工
事
を

行
う
と
と
も
に
、

赤
松
下
堰
を
は
じ

め
と
す
る
各
用
排

水
路
の
改
修
や
改

良
及
び
農
道
橋
の

架
け
替
え
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、換
地（
新

し
い
区
画
割
り
）

の
作
業
も
赤
松
通

り
地
区
換
地
評
価

委
員
会
が
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
お

り
、
農
地
集
積
向

上
の
見
通
し
が
明

る
い
状
況
と
な
っ

美
し
い
川
・
き
れ
い
な
水
を

未
来
に
残
す
た
め
に

　

村
で
は
、
生
活
排
水
処
理
対
策
と
し
て

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
を
実
施

し
、
水
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
雑
排
水
が

川
や
海
を
一
番
汚
し
て
い
ま
す

　

川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
の
主
な
原
因

は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
出
る
台
所
、

風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
「
生
活
雑
排
水
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
１
日
あ
た
り

に
出
す
生
活
排
水
の
汚
れ
の
内
訳
を
見
る

と
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る
汚
れ
が
約
７
割
、

し
尿
が
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
に

も
し
な
い
と
、
生
活
か
ら
出
る
排
水
の
７

割
も
の
汚
れ
が
未
処
理
の
ま
ま
、
川
や
海

に
排
出
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
私
た
ち
の
生
活
を
守
る

大
切
な
施
設
で
す

　

下
水
道
は
、
生
活
排
水
全
体
の
汚
れ
の

９
割
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
川

や
海
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
り
、
さ
ら
に

は
悪
臭
や
ハ
エ
、
蚊
な
ど
の
害
虫
の
い
な

い
衛
生
的
で
住
み
や
す
い
地
域
に
す
る
た

め
に
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
が
供
用
開
始
と
な
っ
た
地
域

一　

同
拾
三
石
六
斗
九
升
壱
合　
　
　
　

新
田

一　

同
四
斗
九
升
四
合　
　
　

本
畑　

居
屋
敷

一　

同
七
斗
三
升
六
合　
　
　
　
　
　
　

本
畑

一　

同
弐
石
壱
斗
五
升
弐
合　

新
畑　

居
屋
敷

一　

同
四
石
八
斗
六
升
五
合　
　
　
　
　

新
畑

　
　
　

家
数
弐
拾
弐
軒　

〆
三
拾
八
石
三
斗
六
升
壱
合

　
　
　
　
　
　
　

枝
郷
肘
折
村

一　

髙
五
石
三
斗
九
升
六
合　
　
　
　
　

本
田

一　

同
七
斗
四
升
壱
合　
　
　
　

起
返　

本
田

一　

同
弐
拾
弐
石
八
合　
　
　
　
　
　
　

新
田

一　

同
八
斗
六
升
三
合　
　
　

本
畑　

居
屋
敷

一　

同
弐
斗
八
升
五
合　
　
　

新
畑　

居
屋
敷

一　

同
四
石
七
升
九
合　
　
　
　
　
　
　

新
田

　
　
　

家
数
弐
拾
七
軒　

〆
四
拾
五
石
三
斗
七
升
弐
合

　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）

生産性の
向上

元気な農
業を

目指して

着
々
と
基
盤
整
備
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

※読み聞かせ時間「8分」。

一緒に読み聞かせしてみませんか？

絵本やお話が好きな方、
　興味がある方ならどなたでも、
　お気軽にお近くのメンバーに
　　　　　　　お声掛けください。
連絡先　田部井（清水二） ☎75-2152
　　　　長　沼（季の里） ☎75-2726

こんな
活動して
います わいわいさんや

保育所、小学校、
中学校で
読み聞かせ

無理のない
範囲で活動
しています

あの
絵本作家を
お呼びしたり
など

中央公民館の
図書室整理の
お手伝い

フレデリック
　　　会員募集！
フレデリック
　　　会員募集！

（赤松字松山下）

▲「枝郷石髙相改指上帳」より宮後村、荒屋敷村の部分
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診療所

処方せん・会計

※お薬は保険薬局から受け取ります

調剤・薬の記録
服薬指導

院
外
保
険
薬
局

患

　者

受診
・会
計

処方
せん
発行

I N F O R M A T I O N

春休みのプラネタリウム
◎日時　3/19（水）・20（木）

16：00と18：30からの部
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　3/14（金）8：30～☎で受

付開始　（先着43名）
□申□問 教育研究センター 222 − 1033

ゆめりあハンドメイド・
マーケット出店者募集

◎日時　3/30（日）10：00～16：00
◎会場 ゆめりあ花と緑の交流広場
◎内容　ハンドメイド商品・食

品の出店は事前に保健所の
営業許可を受けている場所
で製造された物のみ。現場
調理はできません。

◎出店料　1ブース　500円
◎締切　3/24（月）15：30まで
□申□問 ゆめりあ事務室 228 − 8888

ずぶの素人が素人に教える
男のまな板教室

◎日時　4/16（水）9：30～12：00
◎会場　新庄山屋セミナーハウス

（旧山屋小学校 ☎22−3527）
◎対象者　61歳以上の男性
◎参加費　500円　
◎締切　4/5（土）　　　 （10名）

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

□申□問 自然に親しむ会  星みつる 
 2090 − 2880 − 4375

家庭でできる
リハビリテーション公開講座

◎日時　3/23（日）10：00～12：30
◎会場　ゆめりあ花と緑の交流広場
◎内容　①講話：在宅医療にお

けるリハビリテーションの
必要性（講師：折居内科医院
長折居和夫氏）②家庭ででき
るリハビリテーションの説明

◎参加費　無料　　
◎締切　3/17　　 （先着200名）
□申□問 新庄徳洲会病院 223−3434

山形空港「山形～羽田便」
2014年上期ダイヤについて

　山形、羽田いずれの利用におい
ても十分な滞在時間が確保できる
ダイヤです。ぜひご利用ください。

自衛官等募集
◎募集種目　①一般幹部候補生

②予備自衛官補③自衛隊幹
部候補生

◎募集資格　①22歳以上26歳未
満②（一般）18歳以上34歳未
満（技能：国家資格有者）18
歳以上53歳未満～55歳未満

③20歳以上26歳未満・22歳
未満の者は大卒（見込含）

◎受付期間　①③～4/26②～4/3
◎試験日　①5/11②4/12～15

③6/11～14
□問 自衛隊新庄地域事務所

222−5057

平成26年度国税専門官採用試験
（大卒程度）

◎第一次試験日　6/8（日）
◎受験資格　

1. S59.4/2～ H5.4/1生れの者
2. H5.4/2以降生れで①大学を

卒業した者及び H27.3まで
に大卒見込の者②人事院が
①と同等の資格があると認
める者

◎申込受付期間
1. インターネット

4/1（火）～14（月）
2. 郵送・持参  4/1（火）～2（水）

□申□問 仙台国税局人事第二課試
験研修係 2022 − 263 − 1111

無料「なんでも労働相談ダイアル」
◎相談期間　3/27（木）～28（金）  
　　　　　　10：00～18：00
◎相談電話　0233−23−1515
◎相談内容　賃金カット、解雇・

雇止めなど労働に関わる相談
 実施団体  

連合山形新庄最上地域協議会

借金に関する巡回無料相談会
　事前に予約の上ご相談ください。
◎日時　3/27（木）11：00～15：00
◎会場　最上総合支庁505会議室
◎受付期間　3/25（火）まで
□申□問 山形財務事務所理財課

2023 − 641 − 5201

（単位：μSv/h）

世帯数	 1,099戸	 （1,118戸）
　人口	 3,625人	 （3,746人）
　　男	 1,769人	 （1,809人）
　　女	 1,856人	 （1,937人）
　出生	 男	1人	 女	1人	 計	2人
　死亡	 4人	 4人	 8人
　転入	 2人	 1人	 3人
　転出	 1人	 3人	 4人

※平成26年1月末現在　（　）内は昨年同期

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器：シンチレーション式サーベイメータ

大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測 定
場 所

大蔵小中学校
グラウンド

大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

旧 沼台小中学校
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地上高 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝  地上１m 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m
平成26年

2月4日㈫ 測定値 0.04 0.04 0.04 0.03 0.06 0.05 欠測 欠測 欠測 欠測

【積雪の為　測定場所変更】
旧 沼台小中学校

駐車場
肘折いでゆ館前

駐車場
地上50㎝ 地上１m 地上50㎝ 地上１m

0.03 0.04 0.03 0.03

【羽田からの利用】
羽田空港発　山形空港着 滞在

時間
9時間
45分

8：10→9：10
羽田空港着　山形空港発

20：00←18：55

【山形からの利用】
山形空港発　羽田空港着 滞在

時間
7時間
25分

8：55→10：00
山形空港着　羽田空港発

18：25←17：25

　大蔵村診療所では、４月１日（火）から医薬分業に取り組みます。
　これに伴い、診療所では診療の会計と「処方せん」の発行を行い、
お薬は診療所で発行した「処方せん」を持って保険薬局に提出し、
お薬を受取ることになります。
■「処方せん」を受付している保険薬局は「保険調剤薬局」「処方
せん受付」「基準薬局」といった表示がされておりますので、「処
方せん」をお持ちになり、お薬を受け取り、会計を済ませて下さい。

■保険薬局は自由に選ぶことができますが、できるだけ「かかりつ
け薬局」を決めてご利用ください。

■「処方せん」には有効期限があり、交付日を含め４日間(土日祝
日を含む)です。４日間以内にお薬を受け取ってください。期限
を過ぎると無効となります。

■診療所では保険証を毎回確認しますので、必ずお持ちください。
■お薬だけの「処方せん」の発行はしません。また、「処方せん」
の代理受領はできませんので、本人が必ず診察を受けて下さい。

�問合せ �　大蔵村診療所事務室　　☎75－2355

大蔵村診療所では
平成26年4月より「院外処方」を実施
ご理解とご協力をお願いします

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

２
月
の
日
誌

14
日
㈮	
◦
大
蔵
小
学
校
新
入
生
体
験
入
学

16
日
㈰	

◦
第
29
回
あ
っ
と
ほ
ー
む

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

23
日
㈰	

◦
第
５
回
地
面
出
し
競
争

W
orld cup in 

肘
折

３
月
の
予
定

１
日
㈯	

◦
大
蔵
村
美
し
い
村
づ
く
り
講
演
会

２
日
㈰	

◦
第
34
回
健
康
の
つ
ど
い

４
日
㈫
〜
７
日
㈮

	

◦
３
月
定
例
議
会

12
日
㈬	

◦
大
蔵
村
自
治
功
労
者
表
彰
式

14
日
㈮	

◦
月
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

16
日
㈰	

◦
大
蔵
中
学
校
卒
業
式

18
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
校
卒
業
式

20
日
㈭	

◦
沼
の
台
保
育
所
開
所
式

22
日
㈯	

◦
お
お
く
ら
雪
も
の
が
た
り

24
日
㈪	

◦
肘
折
保
育
所
卒
園
式

26
日
㈬	

◦
沼
の
台
保
育
所
卒
園
式

28
日
㈮	

◦
大
蔵
村
保
育
所
卒
園
式

30
日
㈰	

◦
肘
折
春
ス
キ
ー
大
会

（1月16日～2月15日届出分）

お誕生おめでとう

 地区� 　お名前 （保護者名）
大 坪 野㟢　冴

さ

衣
え

ちゃん （将太）

お悔み申し上げます

 地区�  お名前（年齢）� 世帯主
比良稲沢　小野　彦文（86） 秀　樹
大 坪　佐藤ミサヲ（78） 君　春
作の巻　安彦好太郎（79） 春　美

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

戸籍の窓

医薬分業の仕組み
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肘折温泉郷で
　　ごゆっくりとくつろぎながら、
　　　　雪国ならではのイベントを
　　　　　　　　　　お楽しみください。

2014おおくら雪ものがたり2014おおくら雪ものがたり

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
豊
　
牧
）　
中
　
島
　
宗そ

う

　
介す

け

く
ん

（
秀
幸
） 

　
　
　

（
清
水
一
）　
越
　
後
　
花か

　
凛り

ん

ち
ゃ
ん
　

（
洋
祐
）
　 

　
　

★
す
き
な
も
の

　

ゼ
リ
ー
と
ア
ン
パ
ン
マ
ン

★
す
き
な
も
の

　

い
く
ら
と
ミ
ニ
カ
ー

3月17日月～24日月
新酒まつり
東北最古の造り酒屋といわれる小屋酒造の新酒が、
村内8ヶ所の酒店で無料で振舞われます。【数量限定】
取扱店
コヤ・リカーショップ（清水）、巌神権現蕎麦（赤松）、八鍬商店
（烏川）、林商店、（熊高）、柿崎木材商店（塩）、カネヤマ商店
（肘折）、横山仁右エ門商店（肘折）、さばね屋商店（肘折）

3月22日土
18：15
幻想雪回廊	【肘折トンネル～肘折いでゆ館周辺】
18：30

あったかサービス！	【肘折いでゆ館前広場】
玉こんにゃく・甘酒（各300人分を無料提供！）
いでゆ館特製がっき煮の販売、くし焼きや焼きそ
ばなどの出店もあります。

19：15
冬の花火大会	【約25分間／肘折いでゆ館前】

3月19日水
巨大雪だるま「おおくら君20世」
完成予定	【肘折いでゆ館前広場に製作】

�問合せ先 �　肘折いでゆ館内「おおくら雪ものがたり実行委員会事務局」�TEL	0233-34-6106
※22日（土）は、肘折いでゆ館は午後8時30分まで入浴できます。


